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本書 は,自 然環境 を巡 る複 数の経 済主体 の相

互作用 を,エ ー ジェ ン ト ・ベ ース の コンピュー

ター ・シ ミュ レー シ ョ ンに よ って分 析 して い

る.ま た,人 工知 能の技術 な ど分析 に用 いる手

法 を,本 書 だけで 完結す る よ う,丁 寧 に解説 し

てい る。

第1章 では,「 湖水」モデルを解説 し,ナ ッシ

ュ均衡の概念 について論 じている。「湖水」モ

デルでは,湖 の周 りに立地する複数の企業が,

湖水を利用 して生産 し,使 用 した水 を再び湖 に

排水する状況 を想定する。各企業は,廃 水処理

装置を設置する(協 調)か 設置 しない(裏 切 り)

かを選択する。装置を設置す ることの社会的便

益は設置費用 を上回るが,個 々の企業にとって

の私的便益は設置費用を下回るとされる。著者

は,こ のモデルが環境資源と人間社会とか らな

る閉鎖系 システムに共通の問題構造 を捉えてい

る と指摘 し,本 書の分析 の中心 に据えている。

なお,ゲ ーム理論では意志決定を行う主体をプ

レイヤー と呼ぶが,以 下では本書に従 ってエー

ジェントと呼ぶ こととする。

第2章 では,遺 伝 アルゴリズムを用いて 「湖

水」モデルを分析 している.そ こでは,各 工一

ジェントの戦略が生物の表現型に,戦 略を記述

した符号の列が生物の遺伝子型に,そ の戦略で

得 られた利得 の合計が生物の適応度にあたる.

シミュレーシ ョンにより,世 代を経て淘汰が進

むにつれ 「裏切 り」を選択す る比率が高 くなる

ような行動変更ルールを持つ遺伝子型,す なわ

ち戦略が,大 勢を占めるようになるとい う結果

が得 られている。

第3章 では,以 下の2つ の学習アルゴリズム

を用いて 「湖水」モデルを分析 している.ど ち

らの アル ゴ リズムで もエ ー ジェ ン トは,前 期 の

協調者 数 と,前 期 に得 た利 得 とを知 り,今 期 の

行動 を決定 す る.そ して その協調 者数,自 らの

行動,得 られた 利得 と を記 憶す る.2つ の 違 い

は,こ の記憶 か ら行 動 を決 定す る方 法 に あ る.

一 方 は
,記 憶 の 中か ら,よ り現状 に近 くかつ 利

得が よ り高 か った と きの行 動 を探 し出 し,そ れ

を今期 も選択 す る.他 方 は,過 去 の記憶 を平 均

して,「 協調 」 と 「裏 切 り」 の う ちで,よ り現

状 に近 くかつ利得 が よ り高い ほ うの行 動 を選 択

す る。 シ ミュ レー シ ョンに よ り,前 者 の場 合,

ゲ ー ム を繰 り返 す につれ て,よ り 「裏切 り」 を

選択 す る ように な り,後 者 の場 合,50～60%

の 確 率 で 「協 調」 を選択 す るよ う推移 す る とい

う結果 が得 られてい る。

第4章 ではまず,環 境保全の視点か ら資源の

保有 ・利用の形態が考察 される.そ の後,「 湖

水」モデルに 「裏切 り」を選択 したメンバーに

割釜 を科 丁租繊 を尋人 し1:Ukadatア ルを勝

説し,学 習アルゴリズムを用いてシミュ レーシ

ョンを行っている.そ れにより,罰 金制度を導

入するのに必要な組織のサイズが大 きい場合 に

は,組 織が成立す る確率は小さくなるという結

果を得ている.こ の場合,各 工一ジェン トは,

組織の成立 を経験することは稀になり,自 らの

参加 ・不参加 に関わ らず組織が成立 しない とい

う経験が多 くなることが指摘 されている.次 に

これを,全 工一ジェン トに適用 される罰金制度

を多数決で導入す ると修正 したモデルをシミュ

レー ションし,エ ージェントが制度導入を支持

する確率 は50%程 度で推移するという結果を得

ている.こ こで も各工一ジェントは,自 らの行

動が結果に影響を与えないと学習し,ラ ンダム
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に行動 を選択す るように なる と指摘 されてい

る.

本書 で用 い られて い る,エ ー ジェ ン ト ・ベー

スの コンピュー ター ・シ ミュ レー シ ョンとい う

手法 は,コ ンピュー ター の進歩 を受 けて,今 後

更に発展 してい くことが期待 される.本 書は,

そのような新 しい手法を環境問題に大胆 に適用

した先駆的な研究であ り,大 変に意義深いもの

であると言えよう.
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